
令和５年度の主な取組内容について

資料－３



○各自治体の防災イベントへの参加や、地域住民等を対象とした、防災講習や体験型防災講座

を実施した。

■防災に関する継続性のあるイベント等の企画、実施

■水防学習・教育の推進(1) 【菊池川河川事務所】

令和５年６月 防災講習
（対象者：山鹿市菊鹿地区地域住民）

令和５年１１月 菊池市総合防災訓練
（主催：菊池市）

令和５年６月 防災フェア
（主催：熊本市植木町田底校区）

令和６年１月 山鹿市防災のつどい
（主催：山鹿市社会福祉協議会）

令和５年９月 あらお防災フェスタ
（主催：荒尾市）

令和５年１１月 北区こどもまつり
（主催：北区こどもまつり実行委員会） 1

注） ( )数字は、熊本県北地域の取組目標
達成に向けた３本柱の数字



■災害発生を想定した事前準備【公助】(1) 【全関係機関】

■避難勧告の発令に着目したタイムラインの運用・検証及び改善に向けた見直しの検討
＿（PDCAサイクルによるブラッシュアップ）、整備、多機関型タイムラインの拡充

〇菊池川流域を対象に、避難情報、トリガー情報、各機関の行動計画等をまとめた菊池川流域

タイムラインの運用を令和5年出水期から開始した。
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■各自治体が広域的に連携できるための仕組みづくり【避難計画】(1、2)【全関係機関】

○大津町内管理河川の想定最大規模洪水浸水想定区域の追加、ため池ハザードマップ、土砂

最大警戒区域・特別警戒区域の情報を更新するなど、広域ハザードマップの更新を行った。

■熊本県北地域全体の自然災害による被災履歴等災害情報を表示した広域ハザードマップの検討、作成
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【くまもと流域治水プロジェクト】

○流域治水の取組の更なる推進を目的に、菊池川河川事務所、熊本河川国道事務所、八代河川

国道事務所で「くまもと流域治水プロジェクト」のパンフレットを作成。

防災イベントでの展示等による、流域治水の啓発活動を実施。

■「くまもと流域治水プロジェクト」の住民向けパンフレット作成・啓発活動

■流域治水プロジェクトの推進(2)【菊池川河川事務所、熊本県河川課】

4

イベント展示による流域治水の啓発活動



■水防学習・教育の推進(1) 【熊本県危機管理防災課】

■防災に関する継続性のあるイベント等の企画、実施

〇「くまもとマイタイムライン防災教育モデル授業」を県内の小・中学校（計20校）で実施し

たほか、教職員向け研修会を開催。

〇くまもとマイタイムライン専用WEBサイトや作成支援動画について、県政広報媒体や防災講

話等で周知。

○地域の防災リーダーの育成及びスキルアップを支援するため、火の国ぼうさい塾や地域防災

リーダースキルアップ研修等を実施。

マイタイムライン専用WEBサイト、作成支援動画

（教職員向け研修会）

防災教育事業 地域防災リーダー
スキルアップ研修

（甲佐町でのモデル授業）
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■水防学習・教育の推進(1) 【熊本県危機管理防災課】

■防災に関する継続性のあるイベント等の企画、実施

〇令和5年5月17日に「県防災センター」の運用を開始した。

〇防災センター１階の「展示・学習室」においては、事前申込により防災研修を実施。

○「防災体験デーin熊本県防災センター」を児童・生徒の夏休み期間や週休日等に開催。

【防災センター展示・学習室の概要】
開館時間 午前９時から午後５時まで
休館日 土・日祝日・年末年始
入館料 無料

【展示・学習室における防災研修実施】
希望する団体に対し事前申込により防災研修を実施。
内容・・・展示パネル等の見学及び防災講話
講話テーマ 自助・共助に関する全８テーマ

（例）作ってみよう「くまもとマイタイムライン」
防災リーダーの役割と自助意識を高めるために

令和５年１２月末までに１，３７６名が研修受講。

【防災体験デーin熊本県防災センターの開催】
令和５年８月から令和６年１月までの間に、以下の通り

全８回防災イベントを実施。
・子ども向け ３回（防災クイズや工作等）
・「防災の日」等の防災関連記念日 ３回（クロスロード等）
・その他 ２回（防災とアウトドア、防災と収納術）

6高校生が見学する様子 自主防災組織への防災講話の様子 子ども向け防災体験デーの様子



■出水期前のホットライン訓練（洪水・土砂災害）など、関係機関が連携した定期的な水防訓練の実施

演習シナリオ（抜粋）

取組状況の写真・図等

■災害発生を想定した事前準備【共助】(1) 【熊本県河川課】
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○毎年、出水期前に県管理河川における出水時の情報伝達訓練を実施

○令和5年度は南関町を流れる関川について、同町と訓練を実施



■高齢者等の災害時要配慮者を対象とした避難確保計画の作成、訓練の検討、実施

県ホームページ（防災情報くまもと）の改修内容 YouTubeで動画公開

地点をクリックすれば、浸水の原因と
なる河川ごとの浸水深が確認可能

■災害発生を想定した事前準備【共助】(1) 【熊本県河川課】

【全県的な取組み】

○県内全ての要配慮者利用施設が早期に避難確保計画を作成するよう、施設管理者を対象に

以下の取組を実施。その結果、本県の計画作成率（洪水）は2.9％（H31.3月）から96.8％

（R5.9月）に向上

・避難確保計画について、計画作成支援動画を作成し、Youtubeで公開

・施設が容易に自施設の浸水深を確認できるよう、県ホームページ（防災情報くまもと）

にて情報を公開
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■各自治体が広域的に連携できるための仕組みづくり【避難計画】(2) 【熊本県危機管理防災課】

 下流部の洪水氾濫、高潮災害、土砂災害等における安全な避難の実施に向け
た広域避難計画の検討、整備

○広域避難に対する理解を深めてもらうとともに、風水害や土砂災害に関する知識を改めて

身につけてもらうため、市町村職員向けの研修会を実施。

○また、令和４年度に県が作成した「大規模水害における広域避難計画作成モデル」を踏ま

え、各市町村において、広域避難の必要性等を検討するためのワークショップを実施。

（ 研 修 会 の 様 子 ）
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大規模水害時における広域避難実施に向けた研修会 大規模水害時における広域避難実施
に向けたワークショップ

○ 県内を４ブロック（県北・県央・県南・天草）に分け、
計４回ワークショップを開催。

○ 各市町村において、要避難者数や避難所の収容力を算出し、
広域避難の必要性について検討。

○ 広域避難が必要な市町村は、広域避難実施に向けた検討を
行い、広域避難の必要がない市町村は、広域避難者の受入に
向けた検討を実施。

○ 熊本大学から「熊本地域の風水害の特徴」に関する講
義や「都市水害の仕組みと防災対策」に関するデモンスト
レーションを実施。

○ 福岡管区気象台から「段階的に発表する防災気象情報」
について説明。

○ 令和４年度に熊本県が作成した「大規模水害時における
広域避難計画作成モデル」の概要を説明。

（ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 様 子）



■防災情報の提供【平常時の情報】(1)【玉名市・山鹿市・和水町】

 想定し得る最大規模の降雨を対象とした洪水浸水想定区域及び時系列氾濫シミュレーションの策定、
公表、ハザードマップポータルサイトへの公開及び水位周知河川追加等の検討

○ 令和5年9月4日から、防災・災害情報を迅速、的確に届けるため、熊本県の「令和5年度

DX実証事業」を活用して、菊池川流域の防災・災害情報を確認できる「熊本県菊池川流域

3D防災マップ」の提供(実証)を開始した。

10https://3dbousai.4dlink.com/kumamoto

https://3dbousai.4dlink.com/kumamoto


■防災情報の提供【平常時の情報】(1) 【玉名市】

 想定し得る最大規模の降雨を対象とした洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域、津波、
高潮等を踏まえたハザードマップ及び避難計画の見直し

○ 令和5年度に、従来の、洪水ハザードマップ、土砂災害ハザードマップ、津波ハザー

ドマップ及び高潮ハザードマップの情報を更新し、一冊にまとめた玉名市総合防災マップを

作成中（令和6年５月頃配布予定）
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■水防学習・教育の推進(1) 【荒尾市】

■

○令和５年９月３日（日）に荒尾総合文化センターにおいて開催した防災フェスタにおいて、

降雨体験及び浸水ドア体験コーナーを開設し、来場した子供たちに水防に関する学習の一環

として実体験させた。また、防災グッズや食料品の事前準備を促す啓発活動を行った。

防災に関する継続性のあるイベント等の企画、実施

浸水ドア体験 降雨体験

12協定締結企業による備蓄品の啓発活動 任意団体による防災グッズの啓発活動



■災害発生を想定した事前準備【共助】(1) 【荒尾市】

○令和5年11月12日（日）の荒尾市総合防災訓練において避難行動要支援者の避難支援訓練を

実施した。
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■ 高齢者等の災害時要配慮者を対象とした避難確保計画の作成、訓練の検討、実施

避難所における要支援者
の健康管理指導

避難所における要支援者
の健康管理指導



■ 災害発生を想定した事前準備【共助】(1) 【荒尾市】

■ 地域の防災リーダー育成の支援を実施

○地域防災リーダー育成のため、令和５年１０月１４日、１５日、２９日に長洲町、大牟田市

と合同で防災士養成講座を実施した。また、９月１０日に防災士交流会を開催し、情報共有

や意見交換を行った。

防災士養成講座 防災士交流会
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■水防学習・教育の推進(1) 【菊池市】

 小中学校における水災害教育等の実施及び共通テキスト検討、作成、避難確保計画を
作成、避難訓練を実施

○ 令和5年9月22日に、菊池市の菊池南中学校で防災現地学習を行った。

〇 防災マップを活用し、危険箇所や避難場所の確認を行った。
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校外にて防災マップを活用しての現地学習



■災害発生を想定した事前準備【共助】(1) 【菊池市】

■地域の防災リーダー育成の支援を実施

○令和５年１月から２月に、市民向けの防災講座を実施。

○熊本県の防災士アドバイザーを菊池市より２名登録。
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地域自主防災組織に対してマイタイムライン作成研修会



■水防学習・教育の推進(1) 【合志市】

■

○堀川に隣接する行政区を対象に、地震発生に伴う火災の発生及び福祉避難所開設訓練を内容

とした総合防災訓練を開催。堀川の水を活用し消火活動を行う訓練を実施した。

防災に関する持続性のあるイベント等の企画、実施

〇ハイドロサブシステムを活用し
河川から水をくみ上げる 〇水位が３０ｃｍ程あれば揚水可能

〇ハイドロサブシステムからの放水

〇ハイドロサブシステム＋消防署
＋消防団で協力し消火活動

〇ハイドロサブシステム＋消防団の放水
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19

 想定し得る最大規模の降雨を対象とした洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域、津波、
高潮等を踏まえたハザードマップ及び避難計画の見直し

○いざという時に、どこに居ても携帯電話やタブレット端末等のデジタル端末から最新の防災
情報を取得することができる「玉東町総合防災マップ（Web版）」を構築。令和5年5月から
町ホームページにアップし周知を図った。

○町内5つの「指定緊急避難場所」の場所について、町民に分かりやすくするため、案内看板
を設置。この看板は、夜間でも光って表示する、特殊な材料（蓄光）で作られている。

○玉東町総合防災マップ（Web版） ○案内看板

夜間

■防災情報の提供【平常時の情報】(1) 【玉東町】



■水防の学習・教育の推進(1) 【長洲町】

■防災に関する継続性のあるイベント等の企画、実施

○防災フェアの開催、小学生を対象にJr.防災リーダー塾の開催、地域の防災リーダー

となる人材育成のため長洲町・荒尾市・大牟田市と合同で「防災士養成講座」を実

施した。

○また、B&G財団より配備された機材を使用して、有明行政事務組合消防本部や消防

団と合同で訓練を行った。

【第36回金魚と鯉の郷まつり 防災フェア】 【Jr.防災リーダー塾】 【消防本部や消防団との重機を使った訓練】
20



■防災情報の提供【平常時の情報】(1) 【和水町】

○令和5年6月に、『和水町総合防災マップ』を更新・作成し、全世帯に配布。

〇令和５年度に、『和水町総合防災マップWEB版』を作製。

21

 想定し得る最大規模の降雨を対象とした洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域、津波、
高潮等を踏まえたハザードマップ及び避難計画の見直し



■防災情報の提供【平常時の情報】(1) 【大津町】

○令和5年３月に、大津町洪水・土砂災害ハザードマップを作成した。

〇大津町では、県管理河川だけでなく、町管理河川の洪水浸水区域を検討し、ハザードマップ

を作成している。

22
:町管理河川の洪水浸水想定区域

 想定し得る最大規模の降雨を対象とした洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域、津波、
高潮等を踏まえたハザードマップ及び避難計画の見直し



■防災情報の提供【災害時の情報】(1) 【熊本地方気象台】

■予防的避難など住民の自主避難につなげるため、熊本地方気象台からの情報提供の充実
【線状降水帯による大雨の半日程度からの呼びかけ】

23

3時間降水量 2023年8月9日21時00分まで
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■防災情報の提供【災害時の情報】(1) 【熊本地方気象台】

24

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけができず、熊本県で線状降水帯が発生した事例
（7月3日6時20分~3日9時の間に熊本地方・阿蘇地方で16回判定、7月3日13時20分~14時の間に熊本地方で5回判定）

■令和5年度の実績（7月まで）

令和５年台風第６号に関する熊本県気象
情報 第５号
令和５年８月８日１１時５７分
熊本地方気象台発表

台風第６号は、９日昼前から夕方にかけて
熊本県に最も接近する見込みです。暴風、土
砂災害に厳重に警戒し、うねりを伴った高波、
低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒
してください。また、九州北部地方では８日夜
から９日夜にかけて線状降水帯が発生して大
雨災害の危険度が急激に高まる可能性があ
ります。



■防災情報の提供【災害時の情報】(1) 【熊本地方気象台】

25線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけを行い、熊本県で線状降水帯が発生した事例
（8月9日20時50分~9日21時20分の間に球磨地方で4回判定）

■令和5年度の実績（８～９月）

令和５年台風第６号に関する熊本県気象
情報 第５号
令和５年８月８日１１時５７分
熊本地方気象台発表

台風第６号は、９日昼前から夕方にかけて
熊本県に最も接近する見込みです。暴風、土
砂災害に厳重に警戒し、うねりを伴った高波、
低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒
してください。また、九州北部地方では８日夜
から９日夜にかけて線状降水帯が発生して大
雨災害の危険度が急激に高まる可能性があ
ります。



■防災情報の提供【災害時の情報】(1)【熊本地方気象台】
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市町村における地域防災支援のための気象解説について、Web会議を活用した定期的な気
象解説、および悪天時の常時接続等の実施により改善

Web会議室での解説の様子

■防災情報の提供【災害時の情報】 (1) 【熊本地方気象台】
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新規取組（ R5 ）

臨時のWeb気象解説
（悪天時常時接続）

既存取組
警報級の可能性[高]の

Web気象解説

R5.6.9~

台風説明会

記者会見
（河川国道との合同含む）

自治体、関係機関、報道 自治体、関係機関

■解説内容
・天気の見通し(現象のピークなど)
・警報等発表の見通し
・警報等解除の見通し

定期的なWeb気象解説
毎週金曜11:30～

■当日スケジュール

~10時 開催案内(解説内容・URL)
~11時半 資料送付
11時30分~定時気象解説
終了次第 YouTube動画を限定公開

■解説内容
・季節に応じた天気の見通し
・要望に応じた気象知識
・地震火山に関する知識

悪天時 常時接続

危機感の共有

予報官

目的：気象台の危機感を伝えるとともに防災対応に役立てていただく



■水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施(1) 【熊本地方気象台】
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年間スケジュール

気象台の役割

月 予 定
9 市町村・関係機関向け周知
10 日程調整
11 訓練計画作成
12 訓練シナリオ細部調整
1 ①豪雨対応訓練
2 ②③豪雨対応訓練
3 (人事異動期のため休止)
4 ④豪雨対応訓練

5 ⑤⑥⑦豪雨対応訓練

《訓練毎の対応｠

コントローラ
説明会

全体
説明会 訓練 振り返り

（即時）
訓練
検証会

参
加
対
象
市
町
村
に
応
じ
た

気
象
状
況
資
料
を
作
成

 訓練シナリオ（詳細）作成に関わる助言
 参加市町村に特化した付与資料（防災情報等）の作成
 コントローラとして訓練参加 雨雲の動き 土砂災害警戒情報 キキクル

訓 練 当 日 の 全 体 イ メ ー ジ

熊本県が行う令和2年7月豪雨を教訓に防災担当職員の対応能力向上および関係
機関との連携強化を図る豪雨対応訓練への参加協力



■誰にでもわかりやすく、正確かつ迅速な情報提供の発信の強化(1) 【熊本地方気象台】

■報道機関を通じた避難情報等において確実な住民の行動を促すための情報提供の方法の検討・実施

○毎年出水期前に報道機関を対象とした気象連絡会を実施
○11機関19名が参加（令和5年5月25日）

29

対面形式とWeb形式を併用し、以下の内容
に関して報道機関に対して説明を実施。
（令和6年も5/23実施）

●梅雨から夏の天候の見通し

●防災気象情報の改善

●阿蘇山の火山活動状況

●熊本県の地震活動

●意見交換

令和５年度の開催の様子
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